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「岡山大学モデルのフレームワーク」 

 

    講演者：岡山理科大学付属中学校・高等学校長 

     文部科学省 IB教育推進コンソーシアム 

AC ファシリテーター 

（前 岡山大学アドミッションセンター長） 

田原 誠 

 

 

ただいまご紹介いただきました田原です。 

 

国際バカロレアについて簡単にまとめると、まず、国際バカロレアは国際バカロレア機構が

提供する国際的な教育プログラムです。設立されてから、去年で 50年が経ちました。そも

そもの設立目的は、国際的に通用する大学入学資格を育む教育を提供することでした。その

使命は、「多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より平和な世界を築くことに貢献する、

知識、思いやりに富んだ若者を育成すること。学校、政府などと協力して国際教育プログラ

ムと厳格な評価の仕組みを開発していくこと。児童生徒に、人が持つ違いを理解して、自分

と異なる考えの人々にも、それぞれの正しさがあることを認め、生涯にわたって学び続ける

ように、働きかけていくこと」と謳われています。この使命は、「国際的な視野を持つ若者

を育む」こととして集約されます。そのような使命を実現させるための理念としては、この

スライドに表される 10人の学習者像として、具体的な人物像を示し、その人物像実現に向

かって教育を進めていきます。さて、国際バカロレア教育の種類ですが、高校に対応するデ

ィプロマ・プログラムがまず創られ、日本の中学校に相当するMYP、小学校に相当する PYP

が続き、最近では、キャリア関連の CPも創られています。 

国際バカロレア教育の一番大事な特徴ですが、それは、学習者に学ぶための方法を体得させ

るということです。知識、技能を教えるのではなく、学ぶ方法を習得することに重点が置か

れています。そのための教育の方法としては、探究や概念理解、地域・グローバル、協働な

どに重点を置いた指導が行われます。実際の授業としては、少人数教育、探求学習、双方向、

協働学習を促す、あとは論理的、検証的思考を学びます。また、学びの社会との関わりにつ

いても理解を促します。ディプロマ・プログラムの教科は６種類設定されています。大事な

点は、言語と文学で、自分の母語と伝統や文化をきっちり学習し、自分の学びの基礎（アイ

デンティティー）を作っていくことです。これらの教科に加えて、コアカリキュラムを履修

します。課題論文は、課題について調べ、主張をまとめ、文章で表現する力を学びます。知

の論理というのは、検証的に考える、論理的に考える力を身につけていきます。それから、

CAS と言われているのは社会との関わりを様々な活動の中で学ぶことであり、必修として

います。 
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次に、大学が国際バカロレア教育をどう評価しているのかについて説明します。国際バカロ

レア教育は世界で共通したものです。まず、高校は国際バカロレア機構の制度に従って認定

を受けないと教育を実施できません。教育の理念、目的、方法、評価のシステムも世界で共

通のものです。世界の多くの大学は、修了生が大学で大きく伸びる資質・能力を備えている

と認め、入学資格として歓迎しています。国際バカロレアの成績評価は大学側からも信頼さ

れています。その一つの例ですが、伝統を誇る国際バカロレア校でも新設校でも、生徒の最

終成績は等しく評価されていることがあります。鷗州塾というのは、広島の学習塾で 2003

年にニュージーランドで国際バカロレア校を開設しました。その、第１期生は、ケンブリッ

ジ大学、マサチューセッツ工科大学、シカゴ大学，マギル大学など世界のトップクラスの大

学から入学許可をうけました。つまり、認定校での教育の質、最終的な成績評価がしっかり

と信頼されているから、このようなことが起こるということです。 

それでは、岡山大学モデルということで、岡山大学は何をして来たかということをお話しし

ます。国際バカロレア修了生を受け入れる入試は 2012 年に始まり、2015 年からは、全て

の学部で実施しています。この入試の実績ですが、当初は出願者も少なかったけれども、現

在は 30 人を越える出願があります。大事な点は、20 人以上合格としていても、10 人程度

しか入学していないことです。要は、国際バカロレア修了者は、結構いろんな大学が受け入

れを行っており、書類審査が基本ですから、いろんな大学から合格を得られる状況になって

いることです。次に、岡山大学に在学している修了生ですけれど、42人で、4名はすでに卒

業しています。国際バカロレア入試が始まった頃は、外国の国際バカロレア（IB）校からの

入学が多かったのですが、最近では、国内の IB 校からの入学者が過半を占めるようになっ

ています。入学先ですが、どちらかというと免許の取れる学部への希望が多く、医学科は９

人、看護学科は７人です。MPコースとその後を継いだディスカバリープログラムに最も多

くの入学者がいます。さて、岡山大学の国際バカロレア取り組みの特徴は何でしょう。それ

は、赤字で示している３つの点が、一番大事な所だと思います。1つ目は、国際バカロレア

のシステム自体を、信頼・評価して、受け入れていること。もう１つは、非常に透明性の高

い入試制度を実施して受け入れていること。そして、おそらく一番大事なことは、入ってき

た人たちの受け入れ態勢を整備していることです。このような岡山大学の取り組みは、朝日

新聞の取材を受けました。この記事は、朝日新聞の GLOBE＋のサイトにありますから、ご

覧いただければと思います。 

それでは、さっき申し上げた大事な特徴の一つである入試について、基本的な考え方を説明

します。まず、岡山大学は、国際バカロレア修了資格を大学の入学資格として扱っています。

日本の大学は、これは大学入試を受験するための資格と考えているところがほとんどであ

ると思います。これはどういうことかというと、IB 教育の内容と評価を信頼して、筆記試

験を課さずに入学を受け入れています。それから、出願を受理する学部、学科ごとに、専門

性が違いますので、専門性に備えるために、IB 教育で履修をしておいてもらいたい科目を

設定しています。ただし、IB 校のカリキュラムにも配慮して科目の設定を行っています。
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それから、もう一つは、ディプロマ資格を要件としていますが、合格最低点を要求している

のは医学部医学科のみで、それ以外の学部・学科はディプロマ取得基準である２４点で受け

入れています。なお、現在進められている高大接続改革では、「学ぶ態度」である学力の第

三要素を大学入試でどう評価するかというのは、非常に頭が痛いところです。国際バカロレ

ア入試では、そもそもこのような点は課題になりません。 

次に、具体的な入試の内容です。まず、出願資格ですが、これは、日本語と、学科ごとの要

件の２本立てです。それは学部によって受験者に求める要件が違っているためです。各学部

が指定する科目と成績評価の表は見づらいですが、一番わかりやすいのは、例えば、理学部

数学科であれば、進学してもらった後の学科の専門性に応じて、数字はハイヤーレベルを選

択して勉強してきてほしいということです。出願と審査の手続きですが、フルディプロマ資

格をすでに取得済みの人、または 11月に取得のための試験を受ける人を対象に、それぞれ

8月募集、または 10月募集があります。10月募集では、入試の判定は、11月のディプロマ

資格試験の発表を待ってから行い、判定結果は 2 月に公表します。欧米の大学や日本の大

学も行っている、いわゆる「ディプロマ資格の見込み点」で合格判定をするようなことはし

ていません。その理由は、出願要件であるディプロマ資格の取得を確認して合否判定をでき

ることと、国際バカロレア入試で欠員が出ても、その判定結果発表の時期は、前期日程試験

の前なので欠員は前期日程試験などに振り向けることができるためです。 

では、国際バカロレア入試の導入の経緯を説明します。もともとは、９月入学制度の検討か

ら始まりました。９月入学は、４月入学のものと半年間違ったカリキュラムを組む必要があ

ることと卒業が 3 月にはならないことが、導入の最大のネックでした。国際バカロレア入

試の入学者であれば、３年半の早期卒業を行うことで、このような課題を解決できると考え

ました。4 年制の学部では卒業に必要な単位の基本数は 124 です。これは、半年では、16

単位です。本学では英語については、TOEICなどの外部試験で良い成績を示せば、一般教

育課程の単位として認定されます。また、アメリカ、カナダなどの大学は、国際バカロレア

のハイヤーレベル履修科目は一般教育の単位として認定しています。日本の大学でも、ハイ

ヤーレベル履修科目の単位認定を行えば、国際バカロレア入試の入学者は英語の外部試験

で高い点数をとることができるので、一般教育課程の半年分の単位を認定でまかなうこと

ができる。そうすれば、９月に入った学生でも、翌年の 4月には２年生になれます。それを

実現しようとしましたが、実際には、高校の履修科目は大学の単位としては認定できないと

いう文部科学省の規則があって、国際バカロレア入学者の３年半卒業は実現できませんで

した。 

９月入学制度についての調査を行う中で、入試制度を設計すれば、国外の国際バカロレア校

修了生の受け入れの可能性が分ってきました。このため、入試制度導入に向けて全学の入試

関係の委員会で説明を行いましたが、理解は得られませんでした。そこで、理農工３学部の

学部長にお願いして、教育担当の学部委員の先生に IB校を訪問見学してもらいました。こ

れらの先生は IB校の訪問の中で、特に生徒と会って対話することで、国際バカロレア教育
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の認識を深め、これらの３学部は入試導入を決めました。これから国際バカロレア入試の導

入を考えている大学では、まず、修了生や IB校で生徒に会ってみることを勧めます。 

国際バカロレア修了生を受け入れて、彼らに活躍してもらうために一番大事なことは受け

入れ体制です。国際バカロレア修了生には、岡山大学グローバル化の中心的な役割を期待し

ています。日本の普通科の教育課程と国際バカロレア教育は学習習慣などで、根本的に違う

点があるので、調整を行うための専門のアドバイザーを置くようにしました。それが、サビ

ナ・マムードさんです。彼女は医学博士で、イギリスで学んで岡山大学に来ました。彼女の

母語の一つは英語であり、国際バカロレアの生徒は英語による教育を受けてきていますか

ら、英語によって細やかなコミュニケーションがとれます。サビナさんが行ってきた国際バ

カロレア入学者の支援活動をいくつか紹介します。 

昨年、岡山大学で、岡山理科大学と共同して国際バカロレアの学会を開催しました。このス

ライドはその時の様子です。公開シンポジウムでは、「IB 生の声を聞こう」ということで、

IB 生に発表を行ってもらいました。これは、さきほどの入試導入にあたっての３学部の話

と同じですが、このシンポジウムに参加した人は、国際バカロレアとはこういう教育で、こ

ういう生徒さんが育まれるということを、理解していただきました。シンポジウムには、国

際バカロレア候補校であった広島叡智学園の教頭先生が聴講されていましたが，シンポジ

ウムの後、発表者の IB 修了生に、是非、同校の広報活動の発表者として参加させてほしい

との要請がありました。それを聞いて、IB 修了生は、ボランティア精神を発揮して、広島

での広報活動に参加してくれました。 

専門アドバイザーであるサビナさんは、研究者としての観点から、岡山大学の国際バカロレ

アについての取り組みを調査し、論文として報告しています。日本の大学における国際バカ

ロレア修了生の受け入れに関して貴重な知見を報告しています。 

時間が過ぎてしまいましたが、今後に向けてということで、2点お伝えします。まず、日本

語デュアルランゲージプログラムです。今までの国際バカロレアというのは、要は、語学以

外はすべて英語でした。日本人学生は「言語と文学」の科目で日本語を履修し、日本語の教

育はその科目だけでした。しかし、平成 26 年度から、6 科目中４科目までは日本語で教え

ても良いという、日本語デュアルランゲージプログラムが認められました。これは、文科省

が相当努力して、国際バカロレア機構に働きかけた結果であると思います。ちなみに、デュ

アルランゲージプログラムは、ドイツ語で認められているだけです。中国語とアラビア語に

ついても要請はあるようですが、認められていません。 

日本語デュアルランゲージプログラムの導入にあたって、国際バカロレア教育科目につい

て日本の普通科高校の科目に読み替えることも認められましたから、日本の普通科の高校

で国際バカロレア教育を導入することが実現可能になりました。４教科までは日本語で教

えられるということで担当教員の確保が容易になりました。「言語と文学」の科目以外は英

語教育するとなると、国際バカロレア校が世界的に増加している状況から、英語で教えるこ

とのできる教員の確保は極めて困難です。 
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実際に、国際バカロレア認定校の動向を見ると、日本語デュアルランゲージプログラムの学

校がかなり増えています。また、日本国籍を持った人が、どれだけ IBの最終試験を受けて

いるかの推移をみると、国内の国際バカロレア生が受験する 11月試験受験者の数が植えて

いることが分かります。 

最後に、現在進められている高大接続教育改革との関係について、個人的な意見を述べさせ

ていただきます。結論からいうと、高大接続改革がめざす教育改革の内容は、国際バカロレ

ア教育の理念ときれいに一致します。しかし、大学入試について見ると、教育改革がめざす

学力の３要素のうち、第３の主体性・協働性については、筆記試験中心の前期日程や後期日

程の大学入試では、評価が難しいのが現実です。国際バカロレア教育では、学びに向かう態

度は最終評価に十分含まれているので、大学入試改革の推進には国際バカロレア修了生の

受け入れ枠を拡大することが合理的で現実的であると考えます。最後に、岡山理科大学付属

高校は、今年３月、IB 校に認定されました。岡山で初めてですということで、宣伝してい

ます。ご清聴、ありがとうございました。 
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「鹿児島大学の国際バカロレア入試」 

 

     講演者：鹿児島大学アドミッションセンター 

      准教授 竹内正興 

 

 

失礼いたします。鹿児島大学の竹内と申します。今日は、このような機会をいただいてあり

がとうございます。鹿児島大学の国際バカロレア入試を導入して 4 年が経ちます。本日は、

導入の成果と課題について報告させていただきます。はじめに鹿児島県について簡単にご

紹介させていただいたあと、本論に入っていきたいと思います。よろしくお願いします。鹿

児島大学は鹿児島県鹿児島市にありまして、岡山駅から九州新幹線みずほに乗りますと、２

時間５８分で鹿児島中央駅に着きます。２時間台ということで、かなり便利になっています。

そして、鹿児島中央駅から徒歩 15 分程度の距離に鹿児島大学があります。路面電車も出て

いて便利な場所にあります。学部は 9 つあります。こちらをご覧いただきますと、青が文系

学部、赤が理系学部、緑が文系理系混在学部です。九州の国立の総合大学では、最も理系の

比率が高いということになります。 

 

次に、この白地図を見てください。IB の生徒に限らず、高校生の出願者の動向、どういう

方向に目が向いているかということを、どの大学でも分析していると思うのですが、九州の

受験生というのは、九州の中で動こうとする傾向が見られます。その中で、鹿児島県の場合

ですと、地元の大学か、あるいは地元を出るなら、北へ北へというような流れがあります。

要するに、福岡県に向かっていくような流れがあります。本州の方へ行きますと、東へ東へ

という流れがあるんじゃないかなと思います。要するに、九州地区の高校生が県外の大学に

目を向ける場合、高校生は北へ北へと行くという傾向が見られます。そう考えますと、鹿児

島県に北へ北へと向かってきてくれる人は、どの県があるのかというと、よく見ますと、海

しかないんですね。そのため、志願者を県外から集める立地としては、非常に厳しい状況に

あるという問題意識を持っています。そのような中で、鹿児島大学では、５年前に文部科学

省のある競争的資金の改革プログラムに応募したのですが、残念ながら採択されませんで

した。それを契機に、これからさらに 18 才人口が減る中で、やっていけるのだろうかと危

機感を抱くようになりました。公立大学の先生がいらしたら、語弊があるかもしれませんが

このままいくと、国立大学から公立大学になってしまうのではないか、地元からだけしか受

験生が来なくなってしまうのではという危機感がありまして、本当に何とかしないと生き

残っていけない、そういったことで、何とかしていきましょう、ということになりました。

その時の入試改革の柱が３つありまして、その１つが国際バカロレア入試の導入になりま

す。こちらは鹿児島大学の平成 30 年度の入学状況ですが、一番下をご覧いただきますと、

県内からの入学者の比率が、この年は 41.8％だったんですけれど、多い年は 45%前後あり
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まして、半数近くが県内からの入学者ということになります。これはこれでいいんですけれ

ど、必然的に 18 才人口が減っていく中で、県内比率が変わらないということになると、入

試倍率は確実に下がっていくということになりますので、何とかしていかなければいけな

い課題の 1 つです。 

 

 

そして、この円グラフは入学者の割合なんですけれど、青は鹿児島県内、オレンジは鹿児島

県以外の九州各県、そして九州以外がグレーということで、84％が九州地区からの入学者と

いうことになります。このオレンジから来ている鹿児島県外の九州地区の入学者は、はじめ

から鹿児島大学を希望していた人よりも、センター試験の自己採点の点数をみて、合格でき

そうだから出願するという人がかなり多くいます。そのため、非常に危機感をもって対応し

ていかなければいけないという風に考えています。そして、一層右側のところが、センター

試験を経由しないで入ってくる入学者の比率ということで、こちらがこの年ですと、6％と

いうことで、94％はセンター試験を経由して入ってきています。これにつきましては、入学

後の授業がちゃんと一定レベル、維持できるということでプラスの面も大きいんですけれ

ど、一方でなんか同じようなタイプの入学者の人が増えたんじゃないか、というような指摘

も学内からありました。こういった様々な声がある中で、国際バカロレア入試を、ぜひ検討

したい、していくべきじゃないか、という議論がおこりました。 

 

それでは、実際に導入にいたるまでのプロセスですがこちらの図をみてください。まず大事

なことは、正確な情報を集めることです。そのために、先行して実施している IB 校と，先

行して IB 入試を実施している大学から、それぞれ情報収集をさせていただくということに

なりました。今日は、岡山大学さんへお伺いさせていただいていますけれど、岡山大学さん

は、先行して実施されましたので、入試や入学者の状況を教えていただきました。 

そして、IB 校につきましても、国内の一条校の学校さんに伺わせていただきました。授業

を見学させていただくだけでなく、実際に IB 生の方々とのランチミーティングの場を設け

ていただいたり、TOK 授業を一緒に受けさせていただいたり、具体的にこちらが体感でき

るような形で、IB の良さを学ばせていただきました。そして、是非入学していただきたい

なあ、という思いを強くいたしました。こういう正確な情報を直接収集しまして、これを大

学に戻って、大学の担当の先生方に情報提供させていただきました。ただ、これだけですと、

本当なのかどうかということを必ず指摘されますので、IB 校や、IB 入試を実施している大

学の先生方から学内の先生方へ、直接情報提供をいただくという機会も設けさせていただ

きました。 

その一つの例として、2015 年の４月に学内セミナーの実施があります。講師は文部科学省

から国際課の方、立命館宇治中・高の久保先生、そして、本日このあとモデレーターもされ

る岡山大学アドミッションセンターの田中先生にもお越しいただいて、直接情報提供をし
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ていただきました。また、このセミナーは、鹿児島大学の学長や副学長、また、各学部の学

部長に出席していただけるよう日程調整を行いました。そして、大学トップの方々に、IB 入

試は絶対必要なんだということを共有していただくことができました。その結果、学内の先

生方からのご理解、ご協力のもと、2015 年 9 月に国際バカロレア入試を導入することを公

表できました。こちらは、9 月 20 日の記者会見の新聞記事になります。この時に学長が述

べたコメントを紹介します。「語学力や学びの主体性など、今までとは質が異なる学生を、

積極的に受け入れていく。重要なのは、一般学生も共に学び、刺激を受けるということ。IB

生が入学されたとしても、数としては多くない。鹿児島大学は 1 学年約 2000 人いますの、

数は多くなくても何人かでも入ってくれると、全く違うプログラムで学んだ方と一緒に、近

くにいて話すだけでも、知的好奇心をくすぐられ刺激を受けプラスの効果が認められると

いうことで、導入したということになります。」 

また、実施する理由としては、先程、田原先生がお話されたと思いますが 10 の学習者像で

す。主体的に学ぶ、考える力、コミュニケーション能力、異質なものを受容する力、論理的

思考力、課題発見、解決能力、挑戦する力ですね。まあ、こういったことを取り入れる有益

なプログラムであるということで、IB 生と接しても感じましたので、いいなあという風に

思いました。特にプログラムの中に、CAS があるのがいいなあと思いました。主体性とい

う言葉はいい言葉なんですけど、CAS がもしなかったら、全体の中での調和とか、人に奉

仕する心とか、こういったものが育たないのかなあと。そこは不安があったんですが、CAS

を 150 時間位やられているのを聞いて、あー、大丈夫だなあ、是非来ていただきたいなあ

と思いました。CAS への取り組みを知り、鹿児島大学のモットーである、進取の精神とい

うか、道のないところに道を作っていく、切り拓いていくという精神と一致していると感じ

ました。鹿児島大学では、国際バカロレア資格の取得者は，本学が尊重する「進取の精神」

と一致していると考えます。 

 

実際に導入している内容ですが、まず、全学部全学科で実施していることが大きな特徴です。

大学というのは、学部ごとに教授会があって、そこで意思決定されていきます。その中で、

全学部がそろって導入できたということは、大きいことだったと思います。次に、大学入試

センター試験を課していないことが特徴です。IB の先生方から見ると当たり前じゃないか

と思われるかもしれませんが、センター試験が大学入学後の基礎学力を担保できている現

状にあって、センター試験を課さないことを学内の先生方にご理解いただくことは大変な

ことでした。例えば「IB スコア 30 点は、センター試験では何点ですか」という質問が出た

場合、教育プログラムが日本の学習指導要領とは一致していないので、センター試験の点数

とそのまま比較できないが、大学入学後の授業に対応できる基礎学力は十分担保されてい

るため、フルディプロマの資格取得者にセンター試験を課す必要はないという趣旨の説明

をするのですが、ご理解をいただくにあたっては多くの先生方に繰り返し丁寧に説明して

いくことが求められました。その結果、最終的には多くの先生方にご理解いただけて、全学
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部全学科でセンター試験免除ということになりました。なので、IB 入試では、書類審査の

み、または、書類審査と面接ということで、センター試験をはじめ小論文等の学科試験は課

さないということになっています。 

 

募集人数ですが全学部、若干名募集となっています。ちょっと見にくくて恐縮なのですが、

この青の学科群が今まで志願実績があったということになります。それから、IB スコアの

取り扱いですが、いくつかの募集単位で IB スコアを出願資格としています。医学部医学科

38 点、法文学部法経社会学科法学コース 30 点などです。通常、入試は、選抜して、合格者

と不合格者が出て、合格者を受け入れるという形ですが、IB 入試については、基本的には、

フルディプロマの資格取得が受け入れることを前提とした出願資格となり、あとは、適性や

マッチングを面接や書類で確認するという意味合いがあります。ですので、他の入試とは選

抜についての考え方が異なります。それから、出願要件の履修科目ですが、HL と SL の設

定については、現実的な選択が出来るレベルにしました。大学側からすれば、例えば理工系

の学部の場合、入学後の教育・研究を考えれば数学や理科はすべて HL にしたいと考えると

思います。しかし、IB 校のカリキュラムの現実を踏まえなければ誰も出願できなくなって

しまいます。そのため、大学側の意向と高校側の現在のカリキュラムを踏まえて出願要件の

履修科目は設定しました。 

実施状況ですが、資料の一番下の過去４年間の累計をご覧いただきたいのですけれど、志願

者が 22 人、合格者が 16 人、入学辞退者が 12 人で、入学者が 4 人という状況です。辞退者

がある程度出ることは予測していましたが、想定以上に多くなりました。考えてみれば、本

学に入学してほしいと思った方は、他の大学でも入学してほしいと思う割合は高いはずな

ので、その中で、どうやって選んでもらうかというところが非常に難しい。結果として、辞

退者が多く出て、継続して実施していくための課題の一つとなっています。もちろん、IB 校

の生徒から見れば、日本のすべての大学で IB 入試が実施されている訳ではないので、専願

になると受験しにくくなることは理解しています。しかし、大学側の立場から見ると、入試

の準備から当日の面接にいたるまでの時間と労力に対して、合格者の多くが辞退というこ

とになると、何のためにやっているのかという声もあるのが実情です。 

に入試スケジュールですが、出願期間が１月中下旬、面接が２月上旬という点に特徴があ

ります。おそらく、現状では国立大学の中で最も遅い入試スケジュールではないでしょうか。

理由は、11 月試験を受験された方は 1 月 4 日頃に正式スコアが出てくると思います。鹿児

島大学ではその正式スコアで出願してもらえるように出願期間を設定しています。一方で、

入試スケジュールが遅いということは、第一志望の方が受験してくれないのではないかと

いう懸念材料が発生します。それでも、正式スコアを出していただいた方が受けやすいとい

うことを優先して、この日程にしています。 

導入効果については、やはり他の学生、一般学生への触発ですね。やっぱり学んできた教育

プログラムの違いがありますので、学生がお互いに知的な刺激を受ける、成長できる、そう
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いった機会が増えます。これは非常に良かったと思います。それと、キャンパス内で、英語

を話す光景が今まではあまり見られませんでした。しかし、最近は、来学された外部の方々

から、英語を話している人が結構いらっしゃるのですねと言われることが増えました。 

 

 

 

最後に今後の課題ですが、最重要な課題として、受け入れた IB 生に対する教育体制を一層

充実させるということがあります。遅まきながらになるのかもしれませんが、これについて

は、IB 入試を導入したということでかなり進み、英語以外の授業を英語で行う授業が増え

ました。また、キャンパス内で日常的に英語に触れる場の設置や、海外研修プログラムの充

実によって、海外に行く学生も年々増えています。これらの取り組みは、IB 入試の導入が

なかったとしたら成しえなかったのだと思っています。だからこそ、今後の一層の充実が可

能ですし、必要であると考えます。 

現在、国内 IB 認定校数が増加しています。国は目標を 200 校に設定しています。また、IB

入試実施大学が、増加しています。その中で、鹿児島大学のポジショニングをどう再設定し

ていくかが、喫緊の課題であると認識しています。そして、IB 校は増えているのですが、

南九州地域で IB 校がないということ、せっかく IB 入試を導入したのに、地元に IB 校がな

いという状況ですので、鹿児島県に位置する大学として地域のことも考えていかなければ

いけない。ただ現状は、若干名募集なので、若干名募集のうちはあまり気にすることはない

かもしれません。しかし、将来的に定員がついた場合に備えて、今のうちから考えておかな

ければならないと思っています。 

それでは、時間になりましたので、以上、駆け足になりましたけが、鹿児島大学の国際バカ

ロレア入試について紹介させていただきました。 
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「DP 校生徒の大学選びあれこれ」 

 

講演者：立命館宇治中学校・高等学校 

教諭 福島浩介 

 

まず、なぜ皆さまは、この場へ参加して下さっているのでしょうか。皆さまの目的はどのよ

うにしたら達成できるのでしょうか。もしくは、目的に近づけるのでしょうか。目的が達成

されたら、どのようなことが可能になるのでしょうか。この場を通じて、そういうことをお

考えいただければと思います。 

IB について、日本では英語で行われる DP が IB である、だから英語ができるようになる、

つまり IB で勉強したら、海外の大学に進学できるというように、一般的に捉えられている

傾向にありますが、実際の IB では、英語、フランス語、スペイン語が公用語だし、母国の

学習は大切にされている。絶対に母語をとらなければいけないし、その学校に先生がいなか

ったから、学校が先生を探してきて、SSST、School Supported Self Taught という形態があ

って、基本時間割の中、自学自習で学んでいます。僕も週一度ほどスカイプなどで、チュー

トリアル、遠隔授業をやってくれと頼まれて、フランスのマルセイユの近所のインターの生

徒さんにやっていました。次に、MYP、PYP、DP があり、CP ときまして、先ほどご紹介

がありましたように、DP の６教科のうち、4 教科が日本語でやっていい、日本語デュアル

ランゲージということが始まりました。この近所でいうと、英数学館とか理大附属とかで、

デュアルランゲージで DP を提供していたり、する予定だったりします。 

IB っていうのは、自己調整スキルなんかを含めて、学習の方法が整っているという点が、

大変重要だと思います。なんとか勉強をやりとげるために、自分をコントロールしていくと

いうことまでもが理論化されて、ATL の中にあるというのがすごくいいです。必勝法があ

るのがいいとは言いませんが、全体的に細かくすぎるでもなく、大雑把すぎるでもなくあり

ますんで、それがいいのかなあ、と思っているんです。大体日本の学校だと、PYP、MYP、

DP の学年の配当はこういう風になります。認定されなければいけません。ここで注目いた

だきたいのが、学習の方法 ATL, Approaches to Learning と指導の方法 ATT, Approaches 

to Teaching が、両方ほぼ同じで、主語が違うだけなんです。 

そういうことがあって、ゴールが個人の集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニ

ティの責任ある一員となるということですが、グローバルってどういう意味でしょうか。僕

は、あの地球がぐるぐる回っている感じでありまして、ああいうのがグローバルだと思いま

す。僕は児島という田舎の出身で、今日もマリンライナーで岡大までやってきたんですけど、

児島でも別にそこそこだし、世界中どこへ行ってもそこそこやっていけるかなあ、という感

じがあります。これがグローバル、っていう感じ。 

CEFR というのがありますけど、僕たちは、何か目標を達成することのように思っちゃうん

ですが、実際には語学のリファレンスなので、今この人はどれくらいのレベルまで達してい
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るかということを知るという手段なわけです。人は言語を通じてソーシャルエージェント

であるという思想が根底にあり、目標じゃなく指標だと、そういうものなのです。IB も、

CEFR もここの部分、日本にやってくると何か違った解釈になっているんだなあ、と。そう

いうところが面白いですよね。 

続いて、PYP の例を。探究、探究と、探究という言葉を聞かない日はないこの業界で、でも

探究とはいったい何だろうという感じで、PYP では、検索したり、疑問に思ったり、質問

したりすること、実験したり、可能性を探ったりすること、これまでのウンタラカンタラ、

これ位がこう並べられるんです。まあ、これ位だと大きすぎてざっくりでもないし、細かす

ぎて行動を規制するものでもないと思います。 

これは極端な例ですけど、「私たちは、自分たちをどう組織しているのか」って内容を 4～5

歳でやる。こんな（くらいの背の）子でね。学校とは何か、学校は何するのか、学校はどん

な仕組みになっているのか、学校では誰が働いているの？どんなことをしているの？を 4～

5 歳で考えてもらう。4～5 歳からこんなことをやらされ、8～9 歳だと、私たちはどのよう

に自分を表現するのか、っていうようなことにも取り組みます。広告の目的とか、広告ター

ゲットなど、こんな風に先ほどのような探究活動でやってきて、もう少しして 18 歳になる

とさらに探究がすすんでいるかもしれません。 

また、MYP と申しまして、こっち側が PYP で、向こう側が MYP なんですけれど、PYP、

小学校の授業は、たいがい一人の先生がやります。ただ、社会とか、国語とか、算数とか、

それぞれありますけれど、さすがに中学以上になりますと、一人の先生が全教科教えるのは

難しいので、国語と社会科とかでコラボレーションする。これは、IB では、学際的と呼ん

でいます。 

街のいたるところで水路があって、住民が落っこちると危ないです。あなたが市長さんだっ

たら、どんな対策をとりますか？ 答えてください。 

水路の周囲に柵をつけるという考え。これは、日本だったら、事故は絶対許さん、住民が「行

政は何をしているんだ」とかね、言いますよね？しかしこれだと、水路すべてに柵を設置す

る必要がありますよね。でも、市民一人ひとりには、何の能力もつかないし、他の街には柵

はないですから、よそへ行ったら通用しません。じゃあ、市民が、全員、着衣でも泳げるよ

うにする。これは、実際、オランダの自治体で、そういうことがあったって話を聞いて、へ

ーって思いましたね。上手だろうが、下手だろうが、溺れなければいい。クロールだろうが、

犬かきだろうが、神伝流のノシであろうが。確実に個人の能力となり、どこででも、おそら

く身を助けるだろうとか思います。 

ＤＰ(ディプロマ)の特徴は、さっき言っていましたから割愛します。次に、ＥＥ。課題論文

ですね。これは、大学の先生が目にすると思うんですが、学校によって提出が要求されます。

この作成に当たって、僕らは、添削は禁止されています。生徒が自分でやらなければなりま

せん。構成も、引用、参考文献などの様式も厳密です。ずいぶん長い間、中・高校の教師や

ってますんで、卒業生には小論文の試験で大学へ行く生徒へその指導の必要がありまして、
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添削などやっていたわけですけれど、ＥＥは指導をしてはいけない。ＩＢは、得点可されな

いんですけれど、CAS はやんなきゃなんない。日本だと、余計なことやってないで勉強し

なさい、なんですけれど、IBDP だとそういうことを必ずやらなければならない。 

サブジェクトの方は、決められた教科書はないのですが、扱うべきトピックや、つけるべき

スキルなど、目標は示されているのですね。 

日本の大学は、IBDP 終了生を、どの位とりたいと思っているのでしょうか。とってやらん

でもないと思っていらっしゃるのでしょうか、というようなことを考えてしまうようなも

のが、募集要項には実際色々あります。日本語Ａもしくは日本語ＢのＨＬを履修のこと。日

本語ＡのＳＬはダメで日本語ＢのＨＬはいい、笑っちゃいますね。 

東京にある某国立の医科歯科大学ですが、何のために、必ず言語Ａと言語Ｂを履修しなけれ

ばならないのか、日本語を英語を言語 A とってバイリンガルと認定されたときは、資格な

しですよ。なぜですか？というと、IB がそう決めているからですという回答でした。それ

から EE とか TOK のエッセイは日本語の訳を出せと、読めないんだから、大学の先生達。

(笑) 以前の職場で、サブジェクトは、英語でやっている子も、TOK は日本語で受けるっ

て子たちがいました。日本の大学受けるから、なら、TOK エッセイとか、はなから日本語

で書いておいた方がいいからっていう意見でした。 

それから、東京の私立大学ですけど、資格証明の原本を提出しろ、原本照合は窓口ならして

やる、って。京都から見せに行かなきゃなんない(笑)また、横浜の某国立大学ですが、DP

の Math の履修内容で、数学ⅠⅡⅢ、AB の全てをカバーしているかどうか証明を提出のこ

と、とか。 

面接についてですが、これはおもしろいです。先ほど、竹内先生がお話していらしたんです

が、最終的に東北大学・医学部に行った子なんですが、私立の医学部の面接で、化学のこと

を聞かれて、「英語で化学やっているので、ちょっと日本語ではなんと言うのか分かりませ

ん」って答えると。君は、そんなことも知らないのかと、マウンティングされたなんて例も

あります(笑)それから、広島大学の２年前の IB 入試、僕、この大学を出たのですが(笑)、

11 月の統一試験の生物 HL の試験日に、広島大学が面接日をあててきました。DP 校の先

生方から、出身者の僕のところへどうなっているんだって、電話が来ました。知らねーよ、

そんなこと、と言ったんですが。ひどい話です。 

続いて点数なんですね。図を見ていただければ、４５点で０．３％なので何だろう。標準偏

差が 10 の正規分布だとすると偏差値 75 以上とか？それでもって、IB やっている学校は、

どちらかというと上位の生徒達が学んでいる。アメリカ合衆国なんかでは多くの学校で力

を入れてやっていますけど、シカゴの公立校では、平均点より上の方なら IB 受けさせてあ

げるということになっているそうですから、大体受け入れている人たちのアベレージは上

の方で、その中での、それぞれの数値とお考えいただければと思います。グラフを見て頂く

と分かるんですが、合計 30 点あっても、その他の条件を満たさないとディプロマがもらえ

ないです。合計得点だけでなく、最低点にも基準があったり、コアの条件も満たさなきゃな
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らなかったりします。 

出願や、合格の条件として、ディプロマ取得は必須ということで、今までのお話が出てきた

んですが、各点数を見ていただいて。フルディプロマが取得できなくても、例えば１個がち

ょっと２点とかなんだけど、高校で勉強する数学と理科は、サーティフィケートいけている、

とか。国語と英語は、できるということも、考慮頂けるとよいかなと思います。 

日本で IBDP 受ける子はまだまだ少ないんです。IBDP 校もたくさん増えているけど、海の

ものとも山のものとも分からないので、山梨学院だったか、１期生３人と言っていました。

先生は多分７，８人いたと思うんです。すごくぜいたくですよね(笑)大学が積極的に、サー

ティフィケートの子も見て頂くようにならないと、IBDP にチャレンジする生徒は増えない

です。 

さて、受験生がいくつか合格をもらって進学先を決定するに際して、日本では１位だけども、

世界で 42 位の大学に入学だけ許可されたのと、世界各地にキャンパスを持つ、世界で 27

位の大学に、フルスカラーシップで入学を許可されたのと、どちらを選ぶか？僕の知ってい

る限り、そんな生徒が３人いましたが、全部後者を選びました。当たり前ですよね。発言、

議論を推奨する環境と、空気を読んで発言、議論をする、しない、を考えたりする必要のあ

る環境と、どちらを選ぶだろうか、と。 

決められた教科書をみんなが使う、そして、それに基づいた試験があるとすれば、その教科

書に載っていることを覚え、その範囲で素早く正解にたどりつく技術をみがきます。問題は

設定してあるし、解き方も正解を教えてくれます。必勝法というのも出てきますね。これは

やらなくていいと、迷わず反応します。そうなると、生徒諸君は「これは必要なのか」とか

「役に立つのか」聞きますね、当然。あと、省エネで、最短距離の方法を教えてくれとか、

このルールで競っている限りは安泰ですね。 

ここだけの話なんですが、IB の授業を担当するのは、結構大変です。ものすごく大変です。

教師としての度量をかなり試されているような気がします。IB のシステムで学ぶのは、こ

れまた大変です。方向や方法は示されるものの、正解や必勝法を与えてもらえない中で、も

やもやしながら自分の頭で考えなきゃなんないし、とても高度な要求をされるからです。で

もね、対応力と自律性、柔軟性そして「こじつけ力」はつくんじゃないか、と思います。も

ちろん、波のないプールで水着を着て、クロールで 50ｍをなるべく早く泳ぐことも、例え

ば、服を着たまま流れる水路に落ちても、なんとか溺れないことも、どちらも価値のあるこ

とだと思います。どちらを選ぶか、どちらも選ばないか、両方とも選ぶかは、自分の脳みそ

で考えるべきことですね。What からではなく、Why から考えてみるのも一興かもしれませ

んね。 

その昔、多くの高校が帰国生徒を受け入れ始めた頃のお話です。少数の帰国生徒を入学させ

た学校の先生からは、彼らは学校を活性化させてくれるなど、ポジティブなフィードバック

が多かった印象です。帰国生徒や外国人生徒が６割を超える学校では、面倒だけれど面白い、

もしくは面白いけど面倒だ、というフィードバックでした。これ、僕もそうですが、ただ、
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この環境では、今の改革(例えば麹町中学校)として話題になっているようなことの多くがす

でに、20 年位前に実現されていた印象です。 

 

 

 

さてさて皆様のアドミッションポリシーと照らして、なぜ DP 修了生をとろうと思ってい

るのでしょうか。とるまいとお考えになるのでしょうか。どうしたら DP 修了生をとるので

しょうか。とらないことが出来るのでしょうか。DP 修了生をとったら、どのようなことが

可能になるのでしょうか。とらなかったら不可能になるのでしょうか。さっき、バーッと並

べた面接とか、何とかというのは、そういうところがディプロマの子は、ボコボコなんです。

全体的にどうやって並ぶんだろうと思っていると思います。ちょっと意地悪な感じで申し

上げましたけれど、募集要項を見て、例えば、岡山大学でありますとか、鹿児島大学であり

ますとか、合格させていただいた卒業生も知っています。どちらもよくお調べになっていて、

IBDP フレンドリーな募集要項を書いてくださっていることも勿論わかりますが、本当にさ

っき並べたようなものは、本当の話です。もう、こうだと募集要項を見た時点で、DP 生徒

は、受けないですよ。だから多分、そういう大学は、DP 生、来なきゃいいと思ってはるん

で。そこは、その大学のお考え方だと思いますが。 

デュアルが出来て、デュアルも、人は来てほしいですけど、残念ながらディプロマ取得した

ら大学がとってくれるということがないと、一般の候補生とか、受験生は、ある意味高校で

DP やってみようと思いません。まずこの現状の IBDP 生の数なんか、誤差くらいの人数し

かいないんだから、せめてこの辺で大学のご理解として、とっていただいて、入れてみてダ

メだったらそれは、（生徒の）お前のせいだ、で良いと思います。大学生がお前のせいだと

言われた時、それからどうしていくかというのは、その子たちだと思います。そこまで大学

が取り組んでやる必要はないと思います。すいません、時間が過ぎてしまいましたけれど、

この辺りで終わります。 
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「IB校（インターナショナルスクール）から見た大学選択行動」 

 

     講演者：カナディアンアカデミー 

       教諭 Victoria Lidzbarski 

         遠藤 クラム 智子 

 

 

ちょっとその間に自己紹介をさせていただきます。神戸の六甲アイランドというところに

ある、カネディアンアカデミー（ＣＡ）の遠藤と申します。MYPと DP でジャパニーズを

教えています。カネディアンアカデミーは２年目で、昨年の６月までは、１５年間ドイツ

にありますインターナショナルスクール オブ デュッセルドルフというインターナショ

ナルスクールで働いておりました。ですから、国際バカロレア畑には、１７年ほどいます。

ベテランという言い方もできると思いますが、ベテランというには、少し頼りないので、

ベテラン風ぐらいだと思います。 

 

こんにちは、みなさん、Victoria Lidzbarski です。よろしくお願いします。 

 

デュッセルドルフではカウンセラーも兼務していましたので、その経験をつけ加えながら、

通訳したいと思います。お顔を拝見したところ、英語ができそうな方々ばかりだと思うの

で、簡単な翻訳で大丈夫かと思っております。 

 

Who are our students at CA?  在校生データ 

カネディアンアカデミーは６００人程度の学校なんですけど、そのうち３割程が日本人で

す。前任校デュッセルドルフの学校は１０００人規模の学校で、生徒は３～１８才まで。

デュッセルには大きな日本人コミュニティがありますので、１０％位が日本人生徒でした。

近くの日本人学校の小、中学校に通う子が多かったので、小中学部では少数ですが、高校

生になると、大体１学年１５人位～２０人位の日本人がおりました。カネディアンと同様

で IB 校なのですが、IB Profile にもありますが、二か国語以上を操り、海外体験に富み、

物怖じしない積極的な生徒が多いという印象です。 

 

Where do our students go to college? 

 

以前はアメリカの大学への進学率が高かったのですが、近年は進学先が多様化

し、英語プログラムのある日本の大学への進学者が増加しています。１９年、

２０年も増加傾向にあります。理由としては日本の大学の英語プログラムが充

実してきたことに加え、本校の日本人生徒の割合が増えたことが考えられま

す。外資企業の撤退などで日本人生徒の割合が増えたということも一つの要因

です。 

 

International School of Düsseldolf Germany 

ここで、デュッセルドルフの話をしようと思ったのですが、次のパネルディスカッション

でお時間いただけそうなので、割愛します。 

 

What courses or majors do our students choose to study in Japanese universities? 

 

まず、特徴としましては、経済学部への進学者が多いことが挙げられます。近年、工学

部、医学部、芸術系への進学希望者が増加しています。日本学関連の学部への関心は低

く、生徒を送り出す側としては社会学、心理学、国際関係、政治学などの学部の英語プロ
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グラムが充実してくれればと思っております。 

 

本校の生徒は英語プログラムに進学しています。経済学部での英語プログラムのオファー

が多く、経済学部という選択肢しかない状態です。進学者が多いからといって、経済学部

に行きたいというのではないのです。また、経済学部に関しては、ＩＢの科目の中に、経

済学があるので、生徒にとって、学部の内容が想像しやすいということがあったり、どの

ような勉強をするのか理解しているので、志望理由を書きやすかったりということもある

かもしれません。 

When and how do international students make decisions about university destinations? 

 

カネディアンアカデミーでは、１０・１１年生に進路相談開始し、１１年生の夏季休暇に

進路決定という流れが主流です。学費、英語プログラムの有無、安全面、就労ビザ・資格

などを考慮し、選択しています。 

 

デュッセルドルフも同じく、大体１０年生位から、進路指導を始めます。ただ、DP プロ

グラムの科目の選択をする時に、入試要項に書かれている必須科目を考慮し選択する生徒

はほぼいないと思います。１０年生の科目選択の時は大学への関心が低いのですが、なる

べく行きたい大学を決めて、そこに必須の科目があった場合は、その科目を履修するよう

には指導します。けれども、志望校決定は大体１１年生になってからですし、あとで話し

ますが、デュッセルドルフの生徒の場合は、卒業してから７月に DP の結果が出てから、

進路指導することが多いと思います。 

 

When should admission officers visit international schools and how to do it? 

学校訪問の時期ですが、９〜１０月又は３〜４月がよいかと思います。まずは大学カウン

セラーとの日程調整をして頂くのが一番です。大学フェアへの参加もお願いしています。

毎年、関東と関西のインターナショナルスクールが共同で大学フェアを開催しています。

関西はと大阪インターナショナル、カネディアンアカデミーが交互に開催していまして、

毎年１５−２０校の大学に参加して頂いています。韓国、日本、香港、バンコク、シンガ

ポールなどが連絡を取り合い、大学フェアのスケジュールを調整しています。 

 

大学フェアですけれど、ドイツでも、大学フェアを行っています。ドイツの場合は、ミュ

ンヘン、ベルリン、ハンブルグ、デュッセンドルフのインターナショナルスクールで開催

しています。大体６０を超える大学が集まって、大学フェアを開いていただいています。

日本の大学の方にも、コンタクトし招待していたんですが、一校も来ていただけませんで

した。 

 

How can you best recruit international students? 

一番は学校訪問をして頂くことです。大学カウンセラーとのメールで連絡して頂ければ助
かります。募集要項、選考基準、奨学金、学部情報などをウェブ上で公開して頂けるとあ
りがたいです。 

 

また、ＩＢの科目が、科目認定されますと、生徒たちが大学を選ぶ時の、一つの基準にな

るのかなと思います。 
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How are Japanese university applications different from overseas? 

 

海外の大学との一番の違いは出願方法です。日本の場合、出願期間が複数あったりと出願

方法が複雑だと思います。またより多様な学部で英語プログラムが実施されればと思いま

す。日本の大学の利点としては、学費を抑えられる点、慣れ親しんだ生活環境、充実した

留学制度や認知度の高さが挙げられると思います。 

 

ここでのポイントは、出願方法や情報の公開です。生徒によりますと、IB 入試の面接で、

面接官の先生がＩＢのことを知らなかったということもあるそうですし、大学の勉強より

ＩＢの方が難しかったという生徒もたくさんおります。IB 入試を実施していただけるのは

ありがたいですし、いろんなケースの生徒を受け入れて頂ければと思います。 

 

遠藤先生、リトバルスキー先生、ありがとうございました。講師の各先生方に協力いただ

き、予定通り進められているところではありますが、プログラムの方で行きますと、ここ

で休憩に入り、１４：４５からパネルディスカッションを開始予定でありましたが、少し

休憩時間必要でございますので、遅らせて、ここで１０分程度、休憩することにしまして、

１４：５０からパネルディスカッションを行います。それではここで、１４：５０まで、

１０分間の休憩に入らせていただきます。 

 

- 71 -



「パネルディスカッション」 

 

 

司会:それでは、予定の時間となりましたので、今からパネルディスカッションの方を開始

させていただきます。本日のパネルディスカッションのモデレーターを務めさせていただ

きますのは、高大接続学生支援センターアドミッション部門長の田中克巳でございます。で

は、ここからは田中部門長の司会で進行させていただきたいと思います。それでは、田中先

生よろしくお願いします。 

田中：ただいま紹介していただきました、アドミッション部門の田中でございます。それで

はですね、まず、次のような段取りで行いたいと思います。岡山大学としては、一番お聞き

したいことは、IB 校の生徒さんは、大体何校くらい受験されているか、それに対して、ど

ういったところを観点にして入学する大学を選ぶのか、まず伺いたい。先ほどの福島先生の

講演の中でも、東京の某大学の話の中で、日本の大学における IBの理解不足が見受けられ、

受験しにくいと。それぞれの IB校の先生方からそういった実情を、まず遠藤先生、ビクト

リアさん、そして福島先生からお話しして頂ければと思います。それに対してフロアからが

質疑応答ということで、ご質問いただきまして、それにお答えいただくという形にしたいと

思います。ひと段落しましたら、その後、取る方の大学の論理、そしてこれまでお話し頂い

た、実施している竹内先生のご講演にもありましたけれども、合格者数に対する入学者数が

少ない、これは AO入試として岡山大学も行っているのだけど、岡山大学も専願に限ると必

ず書いてあったんです（今はない）、ですが IB の世界では AO が終わったあと、一般前期

があるわけでもないし、一般後期があるわけじゃないアクセプトがきた中から、入学する大

学を決めるわけですので、それが３分の 1 になるのも当然かと思うのですが、その辺の原

理を、１条校であるとか、IB校であるとか、海外の大きな日本人コミュニティを持つ IB校

の日本人であるとか、インターナショナルスクールの生徒さんたちが、どのような選択行動

をとるのか、ということをまず聞きたいと思います。 

それでは、一番最初にカナディアンアカデミーの遠藤先生にお願いします。実はですね、お

話の中にありましたけれども、昨年までデュッセルドルフのインター校を教えてらっしゃ

たと思うんですけれど。 

デュッセルドルフというのは、私が知る限り、海外にある日本人コミュニティーで最大規模

であります。多分パリであるとか、あるいはロンドンであるとか、全ての日本人 IB校を集

めれば、数は多いかもしれないけれど、デュッセルドルフというのは、ケルンのお隣にある

んですけれど、市内にはホテル日航もあるし、日本の定食屋さんもあるし、赤ちょうちんの

お店もあるし、中には市内にある剣道場で、剣道をしている生徒もいる。それくらい大きな

規模の日本人コミュニティーです。その彼らがですね、大学をどのように選ぶか、ヨーロッ

パに行くのか、日本に帰ってくるのか、帰ってくるとしたらどういう行動をとって大学を選

ぶのか、その辺をちょっと聞かせていただけたらと思います。 
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カナディアンアカデミー遠藤先生：はい、わかりました。まず、デュッセルドルフですけれ

ど、日本人コミュニティが大きく、デュッセルドルフの人口の１パーセント程度が日本人で

す。駐在員の方が多く、バブルの時はたくさんいたと思うんですが、住んでいらっしゃいま

す。インターナショナルスクール自体は 100 家族ぐらい在籍しています。近くの日本人学

校の方に中学校もあり、中学校までそこに通って高 1 からインターナショナルスクールに

入るという生徒が殆どです。そういう訳で、それまでは日本人学校で日本の教育を受けてい

て、高１で初めて英語の学校の教育を受け始め、１年の助走期間を経て DPプログラムを始

めるという形です。そういう生徒たちが毎年 10～15名在籍していますが、日本の大学の秋

入学を希望する生徒は若干名です。殆どの生徒が、日本の大学に行くんですけれども、その

中で秋入学が若干名です。７年生、８年生くらいから、インターナショナルスクールに在籍

をしていて、英語の得意な生徒たちが秋入学の英語プログラムを希望して受験をします。そ

ういう生徒以外は、DPが終わってから日本に帰って、そこから４月入学の受験をするとい

う形になっています。毎年、卒業証明書や DPの成績証明書を１０部ずつ発行し、渡してい

ます。そして、日本に帰ってみんな予備校に行くんですね。そこで大手の予備校の帰国子女

コースに在籍します。在学中に進学指導は行います。日本の大学の方々にも、上智であると

か、早稲田、筑波、慶応、ICU、岡山大学、名古屋大学などの入試担当者の方には直接来て

いただいて、大学の説明会を開いていただいていますが、実際にどこに出願するのかという

のは、卒業後に正式な DPの成績がでて、日本に帰り、予備校に入り、そこで予備校の先生

方の指導を受けて、出願をするという形になるパターンが多いとは思います。それでも在学

中にどのような大学に行きたいかという話は、進路指導の中でします。駐在員の方は、関東

出身が多いんですよね。やはりお父さんが行った大学に行きたいや、おじいさんやおばあさ

ん、お母さんが行った大学に行きたいという理由で、東京の大学を志願する人が多いです。

ただ、関西出身の生徒は、やはり地元志向が強いようで、岡山大学さんであったり、同志社、

関学という大学を選ぶ傾向があると思います。私は長崎出身なんですが、沖縄の生徒は一人

いましたが、九州出身の生徒は全くおりませんでした。先ほど鹿児島大学のお話がありまし

たけれど、長崎はどう、九州はどう、と言っても、ほぼ反応がない状態でした。あとはです

ね、デュッセルドルフの生徒の傾向としては、先ほども申し上げましたけれど、英語がやや

弱い生徒が多いです。それはですね、英語が不得意というのではなくて、英語での教育を受

けてこなかったので、やはり日本語の力の方が強い。ですから英語は Bの生徒が殆どです。

その B の生徒が１年間だけ勉強をして DP プログラムを始めるわけです。日本人生徒がた

くさんいるので、日本語での課題論文（EE・Extended Essay)の指導が受けられずに、英語

で EE を書く生徒もいます。ということは、その生徒は助走期間１年で、英語 B レベルで

EEを英語で書いて、ディプロマをとる。24点は相当高い点数です。ですから、大学関係者

の方に知っていただきたいことは、同じ 24点といっても、B の生徒の 24 点と英語 A を取

っている生徒の 24 点では大きな差があるということです。また、そこで、EE は英語で書

きながら、24点を取れている生徒と、EEを日本語で書いて 24点を取れているという生徒
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では差があると思います。また、フル DPがないと、バカロレア入試受けられません。けれ

ども助走期間１年で、1 つの科目でも７があったり、23 点取れたりするなら、かなり優秀

な生徒だと思います。そういう意味で、ギリギリでディプロマが取れなかったが科目のサー

ティフィケートが取れた生徒が、IB 入試を全く受験できないのは残念だなと思います。科

目のサーティフィケートでも IB的なものを学習したということで、認めてもらえる制度が

あるとよいと思います。日本の中でも国際バカロレアの普及が進んでいると思いますが、IB

的なもの、TOKであるとか CASとか、非常に日本の教育に必要なものだと思います。そこ

でフルディプロマではなくても、大学の方が１科目のサーティフィケートでも単位で認定

してくださるとか、そういう形で動いていただけると、フルディプロマは難しいけれど、

TOK だけはやってみようなどという形でも、IB というものが浸透するのではと思います。

そういうことを検討していただけたらいいかなと思います。（少し話がずれてしまいました

けど） 

田中：ありがとうございます。意外と秋以降は、東京の予備校には IB生がいるということ

ですね。 

遠藤：そうですね。毎年、デュッセルドルフはホテル日航などで予備校説明会があります。

予備校からチラシがたくさん送られてきて、パリではここで説明会があるとか、デュッセル

ドルフではここで説明会があるという形で、生徒たちは全員参加をしていると思います。予

備校の先生方も、デュッセルドルフの卒業生が、どんなところ進学したかということの報告

を丁寧にしてくださったりします。調査はしたことはないですが、そうですね、殆どの子が

東京の大手の予備校に行きます。 

田中：サーティフィケートに関しては、それは岡山大学の課題でもあるんです。続きまして

は、ビクトリアさん。先ほど 30％以上の学生がアメリカの大学へ行くというお話があった

んですけれど、日本の大学に行く時は英語コースが必須と言われたんで、耳の痛いところな

んですが、あの、受験校の数とかを、色々教えていただければ。ビクトリアさんお願いしま

す。 

ビクトリアさん：  

福島：まあ、何校くらい受けるかということなんですが、先ほどの一連の先生方のご発言に

もありましたが、学校によって出願の方法とか、要求されるものが違うんで，難しいかなあ

と思います。はい。ちょっと正確な数が、統計がとれていないので分かりませんが，今、ワ

イワイやっているのを見ている時なんですが、立命館宇治でも 6、7 校だったと思います。

で、立命館宇治にはやはり、あの、中学から IPS といって、帰国の子で英語が出来る子が

集まるコースがあって、その子達がずっと IBまで行くようにしているので、IBのところだ

けが外国みたいになる。IB として一つの学校みたい。とにかく一日のうち日本語より殆ど

英語でしゃべっている方が長い、そんなところですので、立命館宇治は外国の大学へ出願す

る、IPSで帰ってきても大学は海外へ進学する。でもまあ、前の前にいた千里国際の大阪イ

ンター、それから英数学館はそうですけど、最近は日本の大学へ行く子も増えてきまして、
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特に医学部とか、それこそいまの話に出たように卒業するまで英語で学べるコースとか。そ

ういった点では、国内の大学を受験する生徒が増えてきている。 

僕はちょっとデュアルランゲージ DP の話もしなければいけないと思っていまして、デュ

アルの子が DPをとりますけど、僕が話した資料の中に載せておきましたけれど、English 

B の成績、イギリスの調査機関の調べで、何点だったら CEFR の何点にあたるかを載せて

おきましたので。CEFR の、TOEFL とか TOEIC、英検とか対照表がありますので、それ

で比較してもらって、英検準 1 級だったら、英語の試験を満点にするという大学もいっぱ

い日本にあるので、CEFR の B1 レベルだと他の試験も同様に扱って頂きたいと思います。

そういったところで、出願するとき、生徒はやっぱり募集要項を見て、まずここは分かって

くれそうだなあ、ここはきっと分かっていないんだなあ、とか判断します。で、面接、僕が

聞いた話によると、東北大学とか岡山大学とか、京都大学とかでは、面接で、すごく分かっ

て下さって、話を聞いて下さったけど、他の私立医大なんかですと、生徒が、「英語でやっ

たので日本語では何というのか分かりません」って応えると、「そんなことも知らないのか」

と、そんな、18 歳の子をつかまえて、マウンティングする必要ないですよね、大学の先生

(笑) そういったところで生徒諸君は日本の大学を敬遠する。やっぱり欧米、特にヨーロッ

パの学校だと、IB をやっていたら奨学金を出すだとか、3 年で卒業できるとか、そういう

のありますから。アメリカでも、アメリカは IB の学校がメッチャ多いんですけど、やっぱ

り IBの成績だけじゃなくて、SATとかで判断はするようですが。以前、アメリカの IB校

を視察に行ったことがありまして、サンフランの公立とメンフィスの私立。公立の方は、カ

プチーノ高校といって、美味しそうな名前なんですが、空港の近くなんですね。一般的には

アメリカ合衆国の空港の近くって、そんなにいい地域ではない。ところがその学校、IB を

始めると、どんどん良くなってきて、マグネットスクールというのか、で、美人の副校長先

生のお話によると、DPをやった生徒達は、自分で大学に連絡してネゴするらしいんですよ

ね、自分は IBでこんだけの得点をとったんだけれど、奨学金をくれないか、とか大学の単

位にしてくれるのかとか。 

じゃあ日本のこんな連中は、大学に連絡をして、私、今年 IB満点取ったのですが、優遇し

てくれるんですか、とか奨学金くれるんですか、とか。ちょっとそんなことも、これから大

学の方々が検討された方がいいんではないかと思います。ネゴしてきた子に対して、どのよ

うに答えるのか。なんだろう、日本の入試って、思うんですが、大学が、入れてやらんでも

ない、か、どんどん入って来てください、どっちかだと思う。受験生が言うことを聞いて、

ダメだって判断だったら、とらなくてもいいと思いますし。いろいろな入試で生徒をとって

くれるといいと思います。センターで、一般入試の生徒もいれば、AOの生徒もいれば、IBDP

の生徒もいるという感じでしょうか。 

田中：まだまだ、IBのことがまだ理解されていないということですね。 

事務局：それでは、三者三様の報告をお伺いしましたので、どうでしょう。それでは、その

前の講演のお話を含めて、パネルディスカッションをお聞きになって、何か質問のある方は
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よろしく挙手にてお願いします。記録の関係上、質問に関しては，氏名と、簡単で結構です

が所属をお話しいただけたらと思います。質問ある方は挙手お願いできればと思います。い

かがでしょうか。 

フロア：静岡県にあります加藤学園暁秀高校の大嶋と申します。今、受験のアプライする学

校の数、そっから話が出たんですが、日本語の要項を見た時、単願併願して、合格したら行

きなさいというような内容なりが、きっちり書いてあるところと、そうでないところが、国

立大学はいろいろ事情があるので、明確にしていないところがあるんですけど、そんな単願

併願なんかを考慮すると、日本の大学だけで、６，７校は結構きびしいのかと、うちなんか

だと３校ぐらいなんですが、ちょっとそのあたりの調整をどうされていますか。 

福島：はい、国内はもちろん専願ですよね。AOだとここ必ずいきなさい。海外とか両方出

される生徒さんとか、残念ながら IBを使うのではなく、AOでざっくりしたくくりの中で、

IB も出願資格にしてあげるよというところだと、専願で入学確約じゃない所がありますん

で。大体 9 月くらいから、11 月試験ということですので。トータルで６，７校、まぁでも

国立でも２校とか３校とか、時期をずらして。去年英数学館、4つ国公立を受けさせていた

だいたんです卒業生が。 

遠藤：先ほど申し上げましたように、うちの場合は帰国する際に、出願書類をどこでも出せ

るような形で作成しています。卒業の時点でもう受験校が決まっていて、様式が決まってい

る場合は、所定の用紙に記入しています。こちらが出願書類を作成する時点は、IB の成績

がまだ出ていないので、あとから IBの成績証明書を日本に送るという流れです。ですから、

実際に何校受験したかを、生徒には報告するようにと言っていますが、そこまで把握できて

いないのが現状です。合格したという報告はくれますが、ダメだったというのは、なかなか

連絡が来ないという状態です。 

モデレーター田中：質問者へ質問返しなんですが、ちなみに加藤学園暁秀高校の生徒さんは、

大体何校位受験されるのですか。 

質問者大嶋：うちは県下で要する IBやっているコースでないところが、勢いがかなり強く

て、あの試験まで粘らせてというのが基本的な受験前提になっています。それの流れの中で、

他のコースの子は、英語コースは２校受けられないので、うちの学校は DPスコアーを使う

所は２校、AO推薦が１校、３校がマックスで。さらに色んな事情があって、プラス１校ぐ

らいは学校全体で検討をお願いすれば、何とかなることでして。実際に指導していて、うち

の学校だったら３つぐらいは実際やらせてもらう限界かなあと思う。結局かなり入試時期

に早い２学期に、見合った成績でないと、成績と処理同時進行で調査書を作っていくとか、

色んな本人の指導が必要なのかなあと。プラス 1は違う感じで。それが限界かなあと思う。 

それからもう 1 つ、あのイギリスがユーキャスというシステムがあって、母語は全部エン

トリーできているんです。だから理想を言えば、日本の大学をああいう形になってくれると

非常に選ぶ方としては、指導がしやすくなる。今、本当に色んな学校が、色んな形で募集要

項を作ってくるので、それに伴い２０人位したら、かなり担当する方は、あっちの要項見、
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こっちの要項見、と生徒指導そこまで細かくないので、いろんなトラブルを避けるために、

かなり四苦八苦している状況です。 

田中：ありがとうございます。たしかにUCAS、英国の大学入試センターのようなものです

が、出願を一括で受け付けるのはただ、うらやましとは思っています。ちなみに岡山大学は

これまで国際バカロレア入試を使うという AO 入試ということでやってきたんですが、ど

っかに小さく専願に限ると書いてあるんですが、説明会では、一切無視しているんです。 

司会：それでは、他の方、いかがでしょうか。 

フロア：筑波大学の白川でございます。ちょっと今までの話とは少しずれるかも知れません

が、私どものところは、日本の対応がまだ決まらないうちに試験をやるということで、その

ために昔 IB機構さんと相談したところ，予測点がありますということで。それであるてい

どやってあとで判定してから、最終的な発表をするというふうにしたんですが。昨年位から、

IB 機構さんから予測点のデータいただきましたが、高校の方に請求すれすれば、高校の方

から予測点で、今は高校の方に請求していただいているんですけれども。一つはそれが出し

ていただけないケースがあるのと、実際の予測点と最終の判定がありまして、それが違った

というときに、合格出していいのか、どうか、ということで悩むことがありまして。その辺

のところは解決策としては鹿児島大学さんのように最後に判定すればばっちり行けるのだ

と思うのですが。私どもの悩むところで。それに対して何かアドバイスをいただければ。私

どもの方は、もともと AO 入試自体が専願ではないので、IB 入試も専願ではないですね。

なので、どこかよその大学へ合格しちゃうと、合格しても辞退しますという、おっしゃるケ

ースが結構あります。この辺のことについて、アドバイスがあれば。 

田中：今、AOとおっしゃいましたけれども、筑波大学さんは普通の学部の AC入試も専願

ではないんですか。 

白川：AC入試というのがアドミッション入試ではなくて、アドミッションセンター入試と

いうことですね。 

田中：なるほど、AC入試も専願ではない。プレディクテッドスコアと現実のスコアの差と

いう問題はあるんですが、大学側から、田原先生いかがですか。 

田原：岡山大学の IB 入試では，11 月に最終試験を受ける IB ディプロマ候補生は 10 月募

集に応募します。出願時に IB校から予測点を出していただきますが，合否判定は翌年 1月

に IBO が発表する 11 月試験のスコアーで判定しますので，予測点と最終スコアーの違い

が問題になることはありません。昨年の 10月募集では，極端な例がありましたので，お話

します。医学部医学科は 39 点以上のスコアーを課しています。ある出願者の予測点は 39

点でしたが，最終のスコアーは 22点でした。その受験者には最終試験の時などに何か特別

な事情があったのかもしれませんが，これまでの IB入試では見られかった極端な例でした。

なお，予測点と最終スコアーがあまりにも違う場合には，IBOからその IB校に指導が入り

ます。 

岡山大学学生支援センターサビナ：最近あったことなんですが、プレディクテッドスコアで
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出されて、ただ病気になって成績はギリギリ 38点でした。その学生さんはどうすればよい

かということで相談きたんですけれど、でもその学生さんともう１度。一つだけ、DPスコ

アーにしてアピールすることも可能です。そういう DPスコアーの成績の使い方でも、岡山

大学では 1 つだけのサブジェクトをリテイクして。あともう一度プレディクテッドスコア

でもう一度出願するということも、今年初めてやりました。 

田中：私が存じ上げている、逆の例があります。かつてうちのプレディクトで 24点の子で

落とした子が、実際はプラス 7 点ということで、そのスコアーで来ていれば多分合格して

いたのではないかと私は想像しているんですが。そういった例もあります。 

福島：プレディクテッドグレードちゃんとしないと叱られちゃうので、かなりちゃんと見て

ますよね、そんなゴリゴリとしないで。それから今、サビナ先生がおっしゃったように、IB

をリザルト来て、気に入らなければ文句を言うことができます。何度か僕がスクールサポー

トでやっていた子はジオグラフィがあと１点足らなくて、こうこうこういうわけでもう１

点あるんじゃないかと言うと、７になって。39点だったのが 40点になったそうです。だか

らそういうのはあります。漢文１こ点数上がらなかったことを、英語だと理論上３回リテイ

クできますので、11 月５月と３回受けられるんですね。あぁリテイクは２回ですね。基本

は残念ながら年１回ですので、次を待たなければいけませんが、現役生浪人とかでもリテイ

クしてトータル上がったら、もしかしたら受け入れるよとか、さっき言ったようなことをし

ていただけたらいい生徒がとれる。塾でやらなきゃ日本の大学で通らないかもしれないし、

その辺のところも逆に言うと、へんてこな話だなと。 

司会:時間が来ていますので、次、パネルディスカッションで、次のお話に移りたいと思い

ますが。私は岡山大学の高大接続学生支援センター副センタ長をしておりまして、１点だけ。

田中先生の方から岡山大学の IB入試について、確約の文章が入試要項にあるけど無視して

くださいというようなお話がありましたが、それは AO 入試時代の話で、今はその文章自

体、入試要項にはございませんので、安心してお受け取りいただければと思います。ちょっ

と 1点だけ、副センター長として修正させていただきます。 

田中：それでは、受け入れる側の対策の方の導入といいますか、苦労話を、まあ知っていた

だければと思います。 

竹内：さっきの事例報告と重複する部分があるんですけど、一番大切なことはですね、せっ

かくこういう入試が、優秀な IB 教育を受けた方を受け入れるということが出来る体制を、

整備しておくということを大事に考えています。だから１回導入したら、最低でも 10年は

続けられるよう、続けることが大事かな。その為には制度設計の時に、IB 校の教育プログ

ラムの現実と、受け入れる側の大学の各学部の求める水準に対して、これをいかに、いかに

調整して、そして受け入れる体制に落とし込む。ところが現状、さっきの議論ですが、合格

した場合、入学するという話題があったんですが、大学側としては、合格した場合は、入学

してほしいと考えます。これが崩れてしまうと、これは IBを理解しているのですが、苦し

いところです。実際、鹿児島大学では、AO入試で合格した場合は、必ず入学するというの
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が出願条件になっていて、それを外しているのは留学生入試を除くと IB入試だけです。実

際の IB教育の現状を踏まえての対応ですので。ここが一番厳しいところではあるんですけ

ど、大事なことは、さっき言ったことに戻りますが、優秀な方を受け入れる間口を、全学部

全学科で持ち続けることですね。それを大事に考えて、できることをやっていこうと。 

田中：ありがとうございました。では続きまして、サビナさん。岡山大学、これまでは、IB

生を受け入れ、48名、46名卒業生も出しています。42名在籍していると思うんですが、彼

らがどういう風にして岡山大学を選んできたのか。また、彼らに対して、アカデミックアド

バイザー等として、岡大のどういったところを気に入って受けているのか。 

サビナ：みなさんこんにちは。改めまして、全学の IBアドバイザーのサビナです。話の始

まる前にみなさんに。アフリカは国ですか？大陸ですか？どういう風に考えていますか？

これは大事です。これから話をします。What do you think of Africa,the country or the 

continent ? 

これは辞書では continent になっていますが、アフリカ人に会ったらどう思いますか。例

にすると分かりやすいです。やっぱり IB、私たちは自分も含めてアフリカ人のような方を

見たら、アフリカと思ってしまう。アフリカはコンティネントで、色んな国があり、色んな

宗教がある。色んな文化がある。色んな言語がある。だから IBという全体で、IBといって

何でも、十か所いっしょではありません。すいません、IB アドバイザーをして４年半にな

ります。今、42~46人預かったんですけれども、やっぱり違いますね。最初は何が違わない

というところから話してくると、IBのコア教育が、多分どの IBでも、ただ十か所の IBの

プロファイルがすべて入っているわけではない。それがすごく一つ大事なことだから、TOK

の考え方とか、CAS がすごくいかされてると思います。で、じゃあ、普通の話に戻ると、

IB 生が岡山大学を選んでくれた学生から聞くと、一応センター試験がないことは、一番ど

なたでも、そういうことを先に言う。そして他のテストがない。ただそうするとじゃ辞退者

はないはずじゃないですか。でも辞退者はあります。そこで何が違うかというと、辞退者は

どこにでも出願したら、受験したら、どこにでもあるから、IB だからとは考えない。だか

ら色んな事情で、関東の方は関東を選ぶとか、それから将来は関東で働きたいから関東の大

学を選ぶ。それは自由で。岡山大学だから選ばないということではない。そして BPスコア

ーが 24 点から受けられていることが大きいですね。医学部は 39 だから、そこは岡山大学

は 24からで。書類検査も医学部以外は面接無しで受けられる。もう一つは、多分今、７年

目だから、モデル大学として何としてと聞いているから、変わってきてるからです、大学と

して。それは、今年初めて IB生のサジェスチョンで、IBブースを設けました。そこへ来て

くれた IB生や保護者さんとか聞くと、IB生のアイディアで、そこへ、ホームページがもの

すごく分かりやすい、岡山大学のホームページが分かりやすいと。あとは、ホームページに

何が分かりやすいかというところまで聞いたら、やっぱり学部ごとに何点だったら IBスコ

アーが、入れるかがはっきりしている。で、あとは定員。そういうところで言うと、IB 生

は最初から覚悟して、岡山大学を受験しているというところが、岡山大学はちゃんと出来て
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ると思います。そしてあとは、IB 生の声を聞いて、大学は少しずつ変わっている。うちは

そこが大きかったと思います。あの受けてくださいと言われて受けただけじゃなく、IB 生

からの悩みは、そのHLというサブジェクトは４つとれないということ。ある大学では、あ

る大学は 4つの HLじゃないとダメ、IB生＝40点 DPスコアーじゃないとダメ。そこは岡

山大学は、よく理解してます。それも一つ、大きな自慢だと思います。大学は、大学側は、

学生の声を聞くこと、カレッジカウンセラーの先生とよくネットワーキングして、何が問題

点であるのか、どこまでクリアできるのか。うちは国立大学としてクリアできないかを、少

しずつ、年毎にクリアしていくから、今みたいな内容になります。人数ではなく質だと思い

ます。岡山大学の今の 42～46人の、質は高い。ただ、スコアーだけでなく、考え方。先生

方のフィードバックを聞くと、IB 生の方は、コミュニケーションはすごく上手、リーダー

シップもたまに、はっきり言いすぎるというと、言うというところもある。でも、それも一

つ意見じゃないですか。だから大学側としては、やっぱり質が高い。トータル、ホーリステ

ィックというんですけど IB生は。誰でもパーフェクトじゃないけど、IＢ生は、トータルで

まとまっているが、性格が持っているんじゃないかなあと、私は４年間ずっと本当に、24時

間の体制で IB生受け入れてるんですよ。いい日も悪い日もあるんです。結構「先生今なに

してる」とか。本当に学生の心を聞きます。あとは、大学としては、期待しているのは、や

っぱりインターナショナル、国際化していくという意味で IB生はいいんじゃないか。私は

もともと医学部で、医療者としては、患者さんの心をよくつかんでいく。教育学部はいい質

のグローバル的な教育を受けられる。そういう学生さんはいます。本当に自慢だと思います。

一つだけ、IB 生と日本の高校生の大きな違いは、大きな違いはあるんですけれど、バンジ

ージャンプでいうと、IB 生はリスクテイカーということをよく言われるんですが。そうい

うとやっぱり、日本の高校生はリスクテイカーじゃないんですと、怒られるんですが、リス

クテイカーなんですよ、ただ大きな違いは、IB生はセーフティーネットがあるかないかを、

確認しないでジャンプする。そこは日本の高校生は、アジア系の私も含めて、高校生は、セ

イフティであればジャンプしてもいいかなあという。それも一つ、私は憧れました。リスク

ライキングができる、将来何があるかよく考える、リスクしてもチャレンジが好きな IB生

は、私は大好きです。これからもずっと指導していきたいから、よろしくお願いします。 

田中：どうもありがとうございました。それでは田原先生。 

田原：きょうのお話の中で最も大事な点は 22ページのスライドにあります。国際バカロレ

アは、世界で 50年かけて作り上げてきたものです。各国共通の入学資格というのは、大学

に入ってからも頑張れる資質や能力を保証する資格です。このため、バカロレアのディプロ

マ資格は、高卒資格のように単に大学の受験を認める資格ではありません。バカロレア教育

内容とその評価を信頼して筆記試験を課ないということですね。また、それぞれの学部では、

ディプロマ教育の課程でどのような科目を履修してもらう必要があるかを考えて要求して

います。その辺の設計をきちんとやることがやはり必要です。鹿児島大学も同様に設計され

ています。次に最終試験の成績について合格の最低点何点にするかと言うことです。医学部
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医学科の 39点というのはとても高い点数ですけれども、それを設定した明確な根拠はない

です。他の学部や学科については、最終試験の最低点を特に設定していません。これは、ま

ずは、バカロレア修了生を受け入れて、入学した学生さんがどのように学ぶのかを見て考え

ていけばよいと考えます。24 点の最低点であった人が履修に困難をきたすような状況があ

れば、上げるという発想です。あと、フルディプロマが取れなかったらどうですかという質

問。これはまだ、一般的な形式の入試の中では言われていませんが、プログラム 16枚目見

てください。グローバルディスカバリープログラムでは、コース履修者と呼ばれているフル

ディプロマを取れなかった人を受け入れています。それから、これはさっき話がありました、

IB 履修科目の大学での単位認定をして欲しいということです。スライドの 29 枚目を見て

ください。この単位認定については、何度か講演でお話しし、文科省の方にもお話しました

が、実現されていません。29枚目のスライドの一番下の枠、「大学が単位を与えることが出

来る学修」に赤い字で記載しています。ここには普通高校の学修は対象にならないとありま

す。おもしろいことに TOIECや TOEFLは、対象にしても良いよということです。聴衆の

皆さんも、機会がありましたら、単位認定に向けてどんどん声を上げていただければと思い

ます。 

田中：ありがとうございました。それではフロアから聞きましょう。 

司会：それでは、今、大学関係者の方から、今度はお話をいただきましたが、今のパネルデ

ィスカッションのお話、加えてさっきの基調報告講演の話も踏まえて、フロアーの方から何

かご質問がある方は、挙手にてお知らせいただければと存じます。 

質問：東京学芸大学の中村と申します。よろしくお願いします。本学、来年からいよいよ始

まるんですけど、ぜひ皆さんにお聞きしたいのは、こういうのは嫌だとか、こういう条件を

出した大学は嫌だというのはあるんですが、逆に、高校の先生方からは、ここを特に見てほ

しい、もしくはすでに、面接のご経験のある高校の先生方からは、ここを聞いておいてとっ

ても良かったという所を教えてください。 

田原：あの、国際バカロレア入試の面接は、教育学部、医学部医学科、保健学科、歯学部が

行っています。医学科の面接には、立ち会わせていただいたことがあります。面接の目的は、

国際バカロレア教育を受ける中で伸ばしてきた力を見せてくださいということで行ってい

ました。例えば、受検者は医学科の１年生という前提で、模擬患者さんとの対話を行います。

対話にはお題があって、例えば、患者さんは認知症と糖尿病を煩っているが甘党で甘いもの

を食べたいと言っていますが、どのように話しかけますかなどです。それは本当に素晴らし

いことだと思います。 

フロアの女性：お一人ずつそれぞれの大学の方に。 

竹内：はい、本学の受験生の経験しかないんですが、バカロレアの生徒さんは、学部レベル

だけじゃなく、大学院までを視野に入れて入学されると聞きますので、学部を横断した受験

はしないと信じています。ですので、大学としては、受験生の出願学部等に対する問題意識

を細かく確認して、本学で学べる内容とマッチングするのかを重視しています。 
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司会：お時間でございますが、もし、ここのところがあればということで 

福島：普通、センターの試験を受けて面接してくる子がもっていなさそうなところ、さっき

から出ていますが、CAS のアクティビティのプロファイル、そうやってきた子のプロファ

イルとか見て、面接とかで確認していただいて、それが IBの特徴なんだなーと。 

遠藤：私は、CAS について、点数に現れないものが CAS だと思うので、是非面接の方に

CAS プロジェクトであるとか、どのようなサービスに関わったかということを聞いて頂け

たらいいかなと思います。 

司会：もう時間が迫っていますが、もうひとかたぐらいお受けしたいと思いますが、ご質問

ございましたらいかがでしょうか。 

佐野理事：ありがとうございました。岡山大学も先ほど言いましたように、あ、岡山大学の

サブです。よろしくお願いします。合格者は 18 名 20 名近く出して、来ていただきている

人が 10名近くで、そのあたりで差がやっぱり気になって、合格した人に、できるだけ来て

いただきたいという話があって、どんなことをしたらいいのかと、もちろんアドバイザーも

きちんと置いて、ザビナさんにやっていただいておりますし、私ホームページも色々やって

ますけども、いまちょっとあった入試のところで、面接をどうするのか、医学部とかは面接

はしているんですね。他学部はしていないんですが、これ、面接はした方がいいのか、必要

ないのか、そのあたり、学生の側から見ると、要は海外の学生は、なかなか難しいのですけ

れど、実は今、スカイプとか、いろんなものがある。なぜ、面接をするのがいいのか。とい

うのが、一つは要は、学生を全くその書類を出しているだけで、岡山大学のことは殆ど知ら

ないし、しかしまあ、面接をすると、一応フェイス to フェイスで、岡山大学にいる人がど

んな人というのが分かるということは、もしかしたら良い印象を与えられるのかなあ、と。

そこが、引き止められる、何か興味を持っていただける一つのきっかけになるのかなあ。書

類を出しているだけだと、さっきの one of themですから、お金の問題もあるし、大事です

し、そちらの方が大きいかなあ、と。そんなにならないかもしれないけど、岡山大学を知っ

てもらう、そういう意味でも面接をやってみるのがいいのか、あるいは余分な負担をかける

ので、そういうのは学生は嫌うのか、そのあたりをもし何か少し分かれば。 

福島：はい、あの、勉強したのは幼稚園から大学院まで、全部でやってる学校なんですけど、

入試やってうまくいかないときに、でも、試験受けてよかったと思ってもらえるようにしよ

うと、面接やろうと思いましたので、やっていただくということを踏まえて。例えば今、ス

カイプとかっておっしゃっていましたけど、海外の学校におる子に、岡山まで来いというの

は、スカイプでも可にしようということをやって、そこで他に岡大と同じくらいの大学にア

ピールしないと、学生の方も、文字を読んで、ホームページを見て、サポートページは甘い

こと書いている訳ないんで、絶対にね。大学の先生方も、その学生を判断することは、学生

も、その先生方を判断していることでので。例えば地球の裏側だったらちょっと幅を持たせ

ていただいて、来なくてもいいスカイプだったら。僕はしていただいた方が、生徒も自分の

ことをいいたいのでいやというのはないと思う。 
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田中：えーと、それではですね、時間になっていますので、パネリストの方、どうしてもこ

れだけは言い忘れたということがありましたら。 

福島：仲良くしている DP校の先生が、もともと脳科学者でアメリカのサンディエゴで働い

ていたとき、日本人の東大とか京大とか出た方達が、アメリカのそれほどトップじゃない大

学を出た人に、簡単に打ち負かされて愕然とした経験がおありで、で、これではいけないと

思って日本へ帰ってきて DP 校で生物の先生になったって話があって。そこで負けないよ

うな生徒に育ってもらわないと、この国の将来、明るくないですよね。 

田中：ありがとうございました。 

司会：それでは以上でパネルディスカッションの方を終了したいと思います。改めて、パネ

リストの先生方に、どうぞ温かい拍手をお願い申し上げます。 
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